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◎
た
え
ま
な
く
車
輌
ゆ
き
交
う
橋
の
上
に
ゆ
ら
れ
る
ほ
ど
の
不
安
よ
ぎ
る
日　
　

鈴
木　

榮
子

（
評
）
或
る
日
ふ
っ
と
過
ぎ
る
不
安
感
。
恰
か
も
橋
の
上
で
揺
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
と
連

動
し
て
、
捉
え
処
な
い
こ
こ
ろ
の
有
り
様
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薔
薇
の
蕾
抱
ふ
る
蝉
の
殻
光
る
初
め
て
の
出
合
ひ
そ
し
て
別
れ
に　
　
　
　
　

山
岸
由
美
子

　

赤
松
の
土
の
湿
り
を
そ
の
ま
ま
に
茸
は
も
て
り
手
の
平
に
の
す　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

　

か
ま
き
り
の 
虫  
籠 
を
さ
げ
て
逢
ひ
に
行
く
幼
な
に
見
せ
む
と
道
を
急
け
り　
　

金
井　

比
佐

む
し 

ご

　

仁
王
門
く
ぐ
り
て
渡
る
浄
土
池
銀
杏
黄
葉
ふ
る
庭
い
ち
め
ん
に　
　
　
　
　
　

安
藤
と
み
子

　

暗
闇
の
木
よ
り
降
り
く
る
強
き
声
青
松
虫
は
木
の
上
に
棲
む　
　
　
　
　
　
　

米
田　

宮
子

　

コ
ス
モ
ス
の
い
さ
さ
花
揺
る
秋
風
に 
去  
年 
は 
花
束 
を
愛
で
し
亡
き
母　
　
　
　

渡
辺　

裕
子

こ 

ぞ 

ブ
ー
ケ

　
 
二  
十  
歳 
に
て
徴
兵
さ
れ
し
日
書
き
し
遺
書 
八  
十  
路 
に
見
た
り
平
和
の
日
々
の　

永
野　
　

勉

は 

た 

ち 

や 

そ 

じ

　

刈
穂
な
ら
ぶ
棚
田
の
縁
を
色
ど
り
て
潔
く
見
ゆ
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
の
花　
　
　

柳
沢　

千
雪

　
 
疾
風 
来
て
荒
波
遊
ぶ
長
者
湾
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
は
波
間
漂
ふ　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

哲
也

は
や
て

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

第５２回

　締切は、毎月３日（消印有効）。はがき１枚に、
一人３首か３句まで（当季雑詠）、住所、氏名、電
話番号を書いて、企画課「葉山歌壇俳壇係」まで

　

葉　

山　

山　

里　

会

　

上
山
口
地
区
の
千
枚
田
。
秋
に
は
た
わ
わ

に
実
っ
た
稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
、
美
し
い

絵
の
よ
う
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
農
業
を
営
む
人
た
ち
の

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不
足
も
深
刻
に
な

る
一
方
。
そ
こ
で
農
作
業
の
手
伝
い
を
通
し

て
、
町
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
棚
田
を
保

全
し
て
い
こ
う
と
、
五
年
前
に
援
農
グ
ル
ー

プ
が
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
葉
山
山

里
会
」
で
す
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
三
〇
〜
八
〇
代
ま

で
、
男
女
合
わ
せ
て
十
八
人
。
み
な
自
然
と

土
い
じ
り
が
大
好
き
な
う
え
に
、
仲
睦
ま
じ

い
夫
婦
会
員
が
三
組
六
人
も
い
て
、
会
は
い

つ
も
和
や
か
、
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

活
動
の
中
心
は
、
も
ち
ろ
ん
千
枚
田
で
の

農
業
支
援
。
初
夏
の
田
植
え
に
始
ま
り
、
除

草
、
稲
刈
り
、
脱
穀
と
、
農
家
の
人
た
ち
と

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
す
。
三
年
前
か
ら
は
活

動
の
輪
を
広
げ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ダ
イ
コ
ン

畑
、
そ
れ
に
夏
ミ
カ
ン
の
収
穫
、
出
荷
作
業

も
積
極
的
に
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
の
今
年
は
、
棚
田
の
稲
も
す
く
す
く

育
ち
、
作
柄
は
上
々
。
と
こ
ろ
が
、
稲
刈
り

の
後
に
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
し
た
。

台
風
二
二
号
の
襲
来
で
、
田
ん
ぼ
に
干
し
て

お
い
た
稲
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
「
翌
朝
、
す
ぐ
に
棚
田
へ
駆
け
付
け
、
全
員

で
復
旧
作
業
で
す
。
い
や
ぁ
、
大
変
な
重
労

働
で
し
た
」と
会
長
の
角
田
輝
男
さ
ん
。　

そ

う
し
た
苦
労
の
一
方
で
、
楽
し
み
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
が
毎
年
暮
れ
に
催

す
モ
チ
つ
き
大
会
。
会
員
の
家
族
も
参
加
し

て
、
新
米
の
モ
チ
を
賞
味
し
な
が
ら
、
そ
の

年
の
収
穫
を
み
ん
な
で
祝
い
ま
す
。

　
�
遊
び
心
�
を
何
よ
り
大
切
に
す
る
会
の

モ
ッ
ト
ー
は
、「
土
に
ま
み
れ
て
農
業
を
楽

し
む
こ
と
」。
農
作
業
の
ほ
か
に
、
毎
月
第

二
土
曜
を
例
会
日
と
し
、
支
援
農
家
の
人
た

ち
と
の
交
流
も
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

　

虫
し
ぐ
れ
旅
に
出
た
い
と
妻
が
言
う

◎＊

山
田　

潤
二

（
評
）
こ
の
句
の
対
象
は
若
い
夫
婦
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
夜
に
入
っ
て
虫
が
し
き
り
に
鳴
き
た
て

る
と
き
、
か
た
わ
ら
に
い
る
妻
が
ふ
っ
と
旅

に
行
き
た
い
と
い
う
。

　
　
　
　

そ
う
い
わ
れ
て
み
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ
夫

婦
で
出
か
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
な
あ
と
思

う
。
夫
婦
の
間
の
秋
の
夜
の
静
け
さ
が
身
に

泌
み
る
。

＊
オ
ー
ボ
エ
と
云
ふ
楽
器
あ
り
虫
の
声

熊
谷　

晃
門

（
評
）
秋
の
夜
の
虫
た
ち
は
、
そ
の
翅
に
発
音
器
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
人
間
に
は
口
笛
も
あ
る

が
、
楽
器
を
使
っ
て
音
楽
を
奏
で
る
。
オ
ー

ボ
エ
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
の
高
音
の
木
管
楽

器
で
あ
る
。
虫
で
い
え
ば
ど
ん
な
虫
を
想
像

す
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
　
　

虫
の
声
も
よ
い
が
、
人
間
に
は
オ
ー
ボ
エ

が
あ
る
ぞ
と
い
っ
て
い
る
様
だ
。

　

ひ
と
言
が
三
言
で
返
る
石
榴
の
実　

新
井
か
ね
子

　

約
束
の
刻
過
ぎ
ゆ
く
や
虫
す
だ
く　

新
谷　

幸
子

＊
ど
の
顔
も
み
な
顔
見
知
り
夏
祭　
　

熊
本　

京
子

　

山
並
み
や
大
根
高
く
掛
け
ら
る
る　

近
藤　
　

糺

　

秋
の
滝
飛
沫
十
方
虹
彩
に　
　
　
　

片
山　

久
子

◎
裏
表
重
な
り
あ
ひ
て
落
葉
か
な　
　

近
藤　
　

糺

（
評
）
落
葉
樹
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
葉
を
こ
と
ご

と
く
落
と
し
て
、
地
上
に
散
り
敷
く
。
そ
の

落
葉
が
裏
表
に
な
り
重
な
っ
て
い
る
故
に 
趣 

お
も
む
き

が
あ
り
、
美
意
識
と
詩
的
情
緒
が
生
れ
て
く

る
の
で
あ
る
。

＊
ど
の
顔
も
み
な
顔
見
知
り
夏
祭　
　

熊
本　

京
子

（
評
） 
歳  
時  
記 
で
祭
と
い
え
ば
夏
祭
の
こ
と
。
も
と

さ
い 

じ 

き

は
、
京
都
賀
茂
神
社
の
葵
祭
を
さ
し
た
。
こ

の
句
転
入
転
出
の
少
な
い
村
の
祭
礼
作
品

か
。
行
き
交
う
人
も
み
な
知
っ
て
い
る
人
ば

か
り
と
い
う
親
し
さ
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

灯
を
消
し
て
一
夜
を
過
す
月
明
か
り

新
井
か
ね
子

＊
虫
し
ぐ
れ
旅
に
出
た
い
と
妻
が
言
う

山
田　

潤
二

　

路
地
昏
れ
て 
木
槿 
は
急
ぎ
よ
じ
れ
け
り

む
く
げ

石
川　

光
子

＊
オ
ー
ボ
エ
と
云
ふ
楽
器
あ
り
虫
の
声

熊
谷　

晃
門

　

敗
戦
忌
う
す
れ
ゆ
く
日
々
山
河
あ
り

川
崎　

虎
康

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選
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◆ハイキング参加者募集
　１１月６日（土）１０時１０分　図書館駐車場　参
加無料（雨天中止）仙元山―大山―義景墓　
町内在住小学生以上の人　持参（昼食・水筒
・軍手・タオル）１１月３日までに申込み　□問 
�８７８－７４３１伊東進

◆「湘南国際村にオリーブの植樹」の
　お誘い
　国際村にオリーブ並木を育てる計画を進め
ています。今年も８０株を植樹しますので、軍
手とスコップを持って植樹にご参加くださ
い。１１月６日（土）９時～（雨天決行）国立総
合研究大学院大学駐車場集合　□問 �８７５－
５１６３永井（葉山・花と緑のまちづくりを進め
る会）

◆定例ボランティア活動
　１１月１３日（土）９時３０分から　老人ホーム
「葉山清寿苑」対象どなたでも　□問 �８７５－
６７３４大熊（ボランティア連絡協議会）

◆チャリティーコンサート
　第１０回阪神大震災遺児支援のためのコン
サート　１１月１４日（日）１４時開演　逗子開成学
園徳間記念ホール　全自由席１，５００円（小・中
学生１，０００円）　□問 �８７５－５２９９中島（阪神大震
災チャリティーコンサート実行委員会）

◆逗子友の会家事家計講習会
　「まん中に家計簿を置いて考えよう」１１月１８

日（木）１０時～１２時　黒門カルチャーくらぶ
（逗子市新宿１－４－７）資料代３００円　託児
あり（要予約）　□問 �８７３－６７４８清田（逗子友
の会）

◆公開講座「三十番神について」
　一色海岸にひっそりと佇む番神堂。このお
堂の話を口切りに「三十番神」のお話が進行し
ます。講師　小峰清治さん　１１月２５日（木）１３
時３０分～１５時３０分　一色小学校新館　３００円
　□問 �８７５－６４６７振原（葉山町文化財研究会）

◆第３回あかねの広場へのおさそい
　不登校や学校が辛い場所になっているお子
さんをお持ちの人、悩みを出しあいませんか
１１月２６日（金）１３時３０分～１６時（途中参加可）
逗子アリーナ　□問 �８７２－７２５３逗子・葉山あか
ね色の空の会

◆フリーマーケットの出店者募集
　はやま環境フェスタ。１１月２８日（日）（雨天
１２月５日（日））　役場駐車場　出店料５００円　
往復ハガキに住所・氏名・電話番号を記入し
町環境課へ１１月１０日（水）必着　１１日（木）１０時
～役場にて抽選　□問 �８７６－２４５５藤澤（フェス
タ実行委員会）

◆野崎弥寿子シャンソンリサイタル
　この世の抒情歌が国境を越えて静かに響
く。懐かしい名曲の数々　ピアノ花井研　１２
月４日（土）１４時開演　福祉文化会館　前売り
１，０００円　当日１，２００円　駐車場有　□問 �８７６
－１７１０野崎

◆湘南国際村センターでセミナー
　① 第１０回湘南数学セミナー（高校生のため
の現代数学）　宿泊費１３，０００円　②湘南国際

村陶芸セミナー　１９，５００円　各１２月２５日（土）
・２６日（日）１泊２日　はがきにセミナー名・
住所・氏名・年齢・性別、希望同室者も書い
て　１１月２６日（金）必着　□問 �８５５－１８０１湘南
国際村協会各セミナー係（〒２４０－０１９８）

◆あなたも詩吟をはじめませんか
　詩吟は誰にでもできます。声を出すことの
すばらしさと腹式呼吸による健康とストレス
解消。心の安らぎを実感してみませんか。　
□問 �８７５－３７２３加藤（岳風流・碩心会）

◆囲碁級位者へ
　毎日曜日と木曜日、１３時～１７時　イトーピ
ア会館　５級前後～６段ぐらいまでの人　会
費６，０００円または１日２００円　駐車場有　□問 �
�８７５－９４４２中本（イトーピア囲碁同好会）

◆栄養士さん募集中
　葉山町配食サービスの献立作りと調理のお
手伝いをして下さる栄養士さんを探していま
す。（有償ボランティア）資格のある人、お電
話ください。□問 �８７５－１９１２葉山町配食サー
ビス　オアシス

◆葉山「第九」合唱団団員募集
　現在、モーツアルトの「キリエ」やドイツ
の歌の「ローレライ」等を楽しく歌っていま
す。ご一緒にコーラスを楽しみませんか。特
に男声パート大歓迎。練習　第２・第４月曜
日　１９時～２１時３０分　福祉文化会館　□問 �
８７５－５０８１伊東（宥）

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前月
３日正午までに、企画課（�内線３３３）へお電話く
ださい。営利目的のもの、宗教・政治色の強いも
のは掲載できません。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

農林水産大臣賞受賞

　１０月８日・９日に綾瀬市の神奈川県家畜集合セン
ターで、平成１６年度第２５回神奈川県肉牛共進会が行
われ、石井牧場（石井裕一さん）の牛が農林水産大
臣賞を受賞しました。三浦葉山牛は優秀な黒毛和牛
の血統を厳選し、丹精こめて一頭毎に管理し、育て
ている高品質と安全が自慢の黒毛和牛です。

オリーブの収穫

　９月２５日・２６日に葉山町朝市・農産
物加工振興会の皆さんが上山口地区を
中心にオリーブの収穫をしました。
　一粒づつ丁寧に収穫した実は、地元
の加工所で塩漬けにする予定です。町
の特産品になるといいですね。

クリーン葉山

　９月２５日・２６日に葉山町朝市・農産
物加工振興会の皆さんが上山口地区を
中心にオリーブの収穫をしました。
　一粒づつ丁寧に収穫した実は、地元
の加工所で塩漬けにする予定です。町
の特産品になるといいですね。

　９月１１日の土曜日、今
年も夏の観光シーズンが
終わり、朝早くからたく
さんのごみが集められま
した。
　美しい海を大切に守っ
ていきましょう。
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葉山町制施行80周年記念コンサート鑑賞希望者募集
　町制施行から８０年を迎え、その節目

を祝って在住者出演によるコンサート

を実施いたします。下記のとおり鑑賞

者を募集いたします。

日時　１２月１１日（土）

場所　福祉文化会館ホール

　第１部（１６時３０分～１７時３０分予定）

　「葉山祝祭管弦楽団の伴奏でどれみ

幼稚園年長児の合唱」

　「葉山祝祭管弦楽団の伴奏で一般公

募の小中学生と葉山少年少女合唱団

の合唱」

　「葉山祝祭管弦楽団の演奏」

　第２部（１８時～１９時３０分予定）

　「町内在住のプロの演奏家による演

奏会」

　〔ソプラノ〕相川かをり、上條恵衣子

　〔ピ ア ノ〕川崎智子、成川理恵

　〔フルート二重奏〕

　　　　　　伊東絢子、鴨井亜紀子

　〔弦楽四重奏〕

　　　　　　カルテット・リーフ

　〔ハ ー プ〕小野田清香

（順不同敬称略）

定員　第１部・第２部ともに４５０人

　（車椅子対応あり）

対象　町内の在住在勤者

申込み・問合せ

　往復ハガキに１部・２部の鑑賞希望

と人数（１枚２名）を書いて、住所

または勤務先、氏名、年齢、電話番

号を記入して、

　総務課　�内線３１１

締切　１１月１５日（月）必着

※応募者が多数の場合は抽選
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人人権権文文化化ココンンササーートト iinn HHAAYYAAMMAA
身近なことから人権を考えてみませんか

日時　１１月２７日（土）１３時～１６時

　１３時開演（１２時３０分開場）

場所　福祉文化会館ホール

問合せ　町民課　�内線２１３・２１４

コンサート（クロシェット・ドー
レ・HAYAMA、幸保エバーグ
リーンズ、葉山少年少女合唱団）
いきいき子ども写真展

講演（金子エスター聖美さん）
人権作文コンクール優秀作品の表
彰と発表

社会福祉協議会から
問合せ�875－9889　�876－1873

善意のともしび

　社会福祉のためにと、温かいご寄付

が寄せられました。心より感謝申し上

げます。

◎ともしび基金として

　８，０８４円　（株）二期リゾート青羅様

　１，２１５円　匿名様

精神保健ボランティア講座

　専門家からの基礎知識や当事者・家

族からの講話、体験実習等を通して、

精神障害（心の病）者について学ぶ講

座です。

日時　１１月４日（木）～来年３月３日（木）

　１３時３０分～１５時３０分（全９日間）

場所　消防署地下講堂他

対象　精神保健福祉に興味があり、原

則全日程参加できる人

費用　２，０００円

問合せ　社会福祉協議会

　�８７５－９８８９
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八
月
十
六
日
）

流
燈
会
大
賞

夜
に
入
り
て
草
の
匂
へ
り
盆
の
道

柳
田
昭
子

葉
山
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
カ
ズ

葉
山
町
議
会
議
長
賞　
　
　
　

石
原
和
加
子

葉
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

沼
田
重
吉

葉
山
町
観
光
協
会
長
賞　
　
　
　

田
中
順
一

葉
山
佛
教
会
長
賞　
　
　
　
　
　

城
戸
雅
子

佳
作　

中
村
南
雄
、
高
梨
久
子
、
川
崎
虎
康
、

　

佐
久
間
由
布
子
、
葉
狩
明
子
、
可
知
久
子
、

　

米
山
敬
子
、
宮
坂
美
弥
子
、
丸
山
良
治
、

　

柳
沢
和
子

※
入
選
句
は
み
そ
ぎ
橋
（
森
戸
海
岸
）
わ
き

の
「
俳
句
掲
示
板
」
と
葉
山
し
お
さ
い
公

園
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

浜
施
餓
鬼
実
行
委
員
会

葉
山
町
俳
句
協
会

人権イメージキャラクター

「人ＫＥＮあゆみちゃん」「人ＫＥＮまもる君」

横須賀・藤沢人権啓発活動地域ネットワーク協議会


